
紹

介

　
　
　
懸
菅
居
古
三
身
四
第
二
塗

　
本
書
は
響
き
に
紹
介
せ
ら
れ
た
る
如
く
、
河
内
舞
田
八
幡
宮
の

艶
艶
家
で
あ
っ
た
菅
居
家
の
所
藏
文
書
を
輯
録
せ
ら
れ
た
る
も
の

整
理
・
編
纂
は
西
田
博
士
監
修
の
下
に
紳
宮
皇
學
館
敏
授
佐
藤
虎

雄
氏
が
當
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、

　
第
二
巻
は
古
記
録
を
主
，
こ
し
、
患
田
八
幡
宮
に
卜
す
る
縁
超
、

瀞
費
目
録
、
日
録
、
並
に
宗
旨
入
別
帳
の
類
を
牧
め
て
み
る
。
比

較
的
近
泄
の
も
の
、
徳
川
中
期
以
後
の
も
の
・
み
で
あ
る
が
、
祉

入
胤
櫓
間
の
動
欝
を
知
る
材
料
を
提
示
し
、
特
に
維
新
三
時
、
榊

佛
分
離
の
際
に
於
け
る
三
田
八
幡
宮
の
妖
況
を
知
る
に
興
味
深
い

も
の
が
あ
る
。
　
（
旧
版
假
綴
六
九
〇
頁
、
旧
版
四
葉
、
京
都
菅
居

正
治
氏
襲
行
、
非
三
品
）
〔
以
上
寺
尾
〕

　
　
　
⑭
石
山
本
願
寺
H
記
上
巻

　
大
阪
府
立
圓
書
館
長
今
井
貫
一
君
が
在
職
二
十
五
年
を
記
念
す

べ
く
出
版
せ
ら
れ
た
も
の
、
從
來
「
天
文
日
記
」
ま
た
は
「
本
願
寺

B
記
し
く
」
し
て
知
ら
れ
て
居
た
謹
製
上
人
の
日
記
を
印
刷
し
た
も

　
　
　
第
十
五
備
昼
　
第
四
號
、
　
六
七
〇

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
天
文
五
年
正
月
よ
り
同
二
十
三
年
八
月
迄
十

九
年
聞
の
記
事
を
含
み
本
願
寺
門
主
の
私
生
活
よ
り
他
家
ミ
の
交

渉
本
瀬
、
寺
の
行
事
、
本
願
寺
を
中
心
ε
す
る
石
山
六
町
の
商
業
、
堺

そ
の
他
近
接
都
市
の
事
箭
、
支
那
簡
船
の
來
航
な
さ
有
事
の
記
事

を
随
所
に
嚢
諾
す
る
こ
亡
が
出
來
、
極
め
て
興
趣
深
き
も
の
が
あ

る
ミ
共
に
有
力
な
る
史
料
ミ
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
本
書
が
本
願

寺
の
経
験
し
た
い
ろ
い
ろ
の
災
危
を
喋
れ
て
今
日
に
傳
は
れ
る
は

一
の
奇
蹟
－
こ
も
い
ふ
べ
く
更
に
一
画
そ
れ
が
西
本
願
寺
藏
の
原
本

に
基
い
て
印
刷
さ
れ
一
般
研
究
者
の
自
由
な
る
利
用
を
許
さ
る
Σ

に
至
っ
た
の
は
最
慶
賀
す
べ
き
こ
、
こ
で
あ
る
。
附
録
ミ
し
て
本
願

寺
系
岡
抄
及
下
間
家
系
圓
抄
を
添
へ
弛
の
は
本
文
の
理
解
の
爲
に

極
め
て
適
切
な
る
蓼
考
ε
な
る
で
あ
ら
う
。
　
（
菊
判
七
〇
六
頁
、

大
阪
今
井
貫
一
君
在
職
二
十
五
年
記
念
會
嚢
行
）
〔
肥
後
〕

⑳
吉
田
兼
好
筆
自
撰
家
集
（
複
製
）

　
兼
好
自
撰
の
家
集
な
う
も
の
は
つ
兼
好
法
師
集
」
の
名
を
以
て
群

書
類
從
の
中
に
も
蕾
め
ら
れ
て
る
る
が
、
今
こ
Σ
に
掲
ぐ
る
駈
の
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